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１．解 剖 学 講 座
プロフィール
１．教室員と主研究テーマ
教 授 井出 吉信 成長・加齢・歯牙喪失に伴う顎骨の形態変化（Ａ９７‐００１０‐２）
助 教 授 阿部 伸一 環境変化が摂食・嚥下関連筋群の筋線維特性に与える影響（Ａ０３‐００１０‐１）
講 師 上松 博子 切端部象牙質の特異性に関する免疫組織化学的検索（Ａ９８‐００１０‐１）
坂 英樹 乳歯歯根吸収に関する形態学的研究（Ａ９１‐００１０‐６）
原 俊浩 下顎骨の力学的性質とその組織学的構造（Ａ９４‐００１０‐２）
助 手 御手洗 智 ヒト骨膜の微細血管構築に関する研究（Ａ９６‐００１０‐３）
研究助手 宇佐美敦司 マウス咀嚼筋における筋線維の発育・分化過程に関する研究（Ａ９８‐００１０‐３）
大井 崇 歯牙内部構造の極微小焦点Ｘ線CT装置による観察（Ａ９９‐００１０‐２）




































































研究代表者 研 究 課 題 研 究 費
井出 吉信 解剖学実習における客観的評価の確立 高等教育研究改革推進経費
井出 吉信 摂食・嚥下関連筋群の分子機構の解析 大学院重点特別経費研究科
共同研究経費





講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地
井出 吉信 ２００３．４．１３ 顎関節の臨床解剖と機能 第９回日本顎関節学会学術
講演会
東京
井出 吉信 ２００３．４．２０ インプラントの施術時に知って
おきたい解剖学
JIAD８４時間研修 東京
井出 吉信 ２００３．６．１２ 全身と咬合解剖学的見地 第５回聴覚失調関連口腔機能
研究会
東京
井出 吉信 ２００３．７．２６ 総義歯に関連した解剖学 川崎市歯科医師会中原区支部 川崎市





井出 吉信 ２００３．１１．２ 摂食・嚥下障害の解剖 平成１５年度神奈川県摂食・
嚥下障害歯科医療担当者研修会
横浜市











阿部 伸一 ２００３．７．２６ 解剖学からみた顎関節症
―外側翼突筋と関節円板の関係―
東京医科歯科大学１５回生勉強会 東京
阿部 伸一 ２００３．１１．２７ 義歯作製にとって重要な臨床
解剖学
足利臨床歯学研究会 足利市






担当者 年月日 ソフト名 内 容 等
井出 吉信 ２００３．１０．１ 解剖学実習 解剖学実習の予習・復習用CD-ROM
氏 名 年月日 種 別 役 割 開催地
井出 吉信 ２００３．４．２５ 平成１５年度第５学年CBT 運営委員 千葉市
井出 吉信 ２００３．５．１０ 平成１５年度第５学年OSCE 副運営委員長 千葉市
井出 吉信 ２００４．２．２３ 平成１５年度第４学年CBT 運営委員 千葉市
井出 吉信 ２００４．３．１３ 平成１５年度第４学年OSCE 副運営委員長 千葉市
井出 吉信 ２００４．３．１５ 平成１５年度第４学年CBT
追・再試
運営委員 千葉市
阿部 伸一 ２００３．５．１０ 平成１５年度第５学年OSCE 評価者 千葉市
原 俊浩 ２００４．３．１３ 平成１５年度第４学年OSCE 評価シート回収係 千葉市
― ３ ―
論      文 
 
 1. Usami,A., Abe,S., Ide,Y. : Myosin heavy chain isoforms of the murine masseter muscle during pre and postnatal 
development, Anat Histol Embryol 32(4), 244～248, 2003. 原著 A03-0010-1 科研費・若手(A) 学位論文  細形研 
実動施設 
 
 2. Doi,T., Abe,S., Ide,Y. : Masticatory function and properties of masseter muscle fibers in microphthalmic (mi/mi) 
mice during postnatal development, Ann Anat 185(5), 435～440, 2003. 原著 A03-0010-1 科研費・若手(A)     
学位論文 細形研 実動施設 
 
 3. 宇佐美晶信, 原 俊浩, 井出吉信 : 歯牙喪失に伴う上顎骨内部構造の変化―マイクロ CT および有限要素法に 
よる三次元的力学的解析－, 日骨形態計測会誌 13(3), 33～42, 2003. 原著 A-99-0010-1 学位論文 分析生研 
 
 4. 重田浩樹(1), 岡田 裕(2), 井出吉信, 山崎要一(1) : 下顎骨の形態変化が顎関節に及ぼす生体力学的影響－その 1 
下顎頭の変位について－, 日顎関節会誌 15(3), 245～252, 2003. 原著 (1)鹿大・大学院・口腔小児,(2)鹿大・    
大学院・材料工学 
 
 5. 重田浩樹(1), 岡田 裕(2), 井出吉信, 山崎要一(1) : 下顎骨の形態変化が顎関節に及ぼす生体力学的影響－その 2 
関節円板の変位について－, 日顎関節会誌 15(3), 253～259, 2003. 原著 (1)鹿大・大学院・口腔小児,(2)鹿大・  
大学院・材料工学 
 
 6. 阿部伸一, 上松博子, 井出吉信 : インプラントのための解剖学, 歯科臨床研究 1(1), 47～57, 2004. 総説 
A03-0010-1 
 
 7. Shimizu,Y., Hara,T., Ide,Y. : A morphological study of the apical third of the root canal in the maxillary first premolar 
using micro-CT., J Oral Biosci 46(1), 1～10, 2004. 原著 学位論文 分析生研 
 
解      説 
 
 1. 原 俊浩, 井出吉信 : 力学的負荷による骨のダイナミクス, Clin Calcium 13(4), 31～38, 2003. 分析生研 
 
 2. 原 俊浩, 井出吉信 : 口腔の機能と顎骨の形態, Clin Calcium 13(5), 28～32, 2003. 分析生研 
 
 3. 阿部伸一, 井出吉信, 近藤 弘(1) : 見えにくく触りにくい内側翼突筋を機能解剖する－安定のよい下顎義歯後  
縁形態決定のために－, 補綴臨 36(3), 270～281, 2003. A03-0010-1 (1)静岡県 
 
 4. 井出吉信, 阿部伸一, 上松博子, 御手洗 智 : 患者さんに説明しよう 1.顎骨を知ろう －上顎骨・下顎骨の構造
－, デンタルハイジーン 24(1), 8～11, 2004. 
 
 5. 上松博子, 阿部伸一, 井出吉信, 御手洗 智 : 患者さんに説明しよう 2.歯の発生と交換を知ろう, デンタル   
ハイジーン 24(2), 104～107, 2004. 
 




 7. 阿部伸一, 上松博子, 井出吉信, 御手洗 智 : 患者さんに説明しよう 3.筋肉を知ろう, デンタルハイジーン 24(3), 
202～205, 2004. 
 
 8. 市川 淳, 河野秀樹(1), 深水皓三(2) : 第 4 症例 重度歯周疾患に罹患した残存歯を保存し部分床義歯から総義歯




 1. 井出吉信(a): 著分担 :最新歯科衛生士教本 高齢者歯科 (a)3 章 高齢者の口腔 I．高齢者の口腔領域の特性 
19～29 頁, 医歯薬出版, 東京, 2003. 
 
 2. 井出吉信編集,阿部伸一(b),(c),上松博子(a),御手洗 智イラスト: 著分担 :口と歯の病気マップ (a)口腔の構造と 
機能 2～15 頁,(b)顎骨・顎関節の構造と機能 58～65 頁,(c)頭部の筋肉 78～81 頁, 医歯薬出版, 東京, 2003. 
 
 3. 井出吉信,阿部伸一: 著分担 :検査・診断・治療計画にもとづく基本総義歯治療 (a)総義歯治療に不可欠な機能 









 1. 原 俊浩, 松坂賢一(1), 井出吉信 : 歯科用インプラント周囲海綿骨の形態学的解析, 解剖誌 78(Suppl), 178, 
2003.(第 108 回総会・全国学術集会, 福岡市) 分析生研 (1)臨検査 
 
 2. 井若芳郎, 原 俊浩, 井出吉信 : Micro-CT を用いた下顎第一大臼歯の三次元的解析, 解剖誌 78(Suppl), 181, 
2003.(第 108 回総会・全国学術集会, 福岡市) 分析生研 
 
 3. 﨑山浩司, 阿部伸一, 前島昌世, 栁澤伸彰, 井出吉信 : 機械的伸展刺激が骨格筋筋芽細胞の筋線維特性に 
与える影響, 解剖誌 78(Suppl), 234, 2003.(第108回日本解剖学会総会・全国学術集会, 福岡市) A-01-0010-3 細生研 
 
 4. 﨑山浩司, 阿部伸一, 井出吉信 : 骨格筋筋芽細胞に対する機械的伸展刺激の影響, 解剖誌 78(Suppl), 325, 
2003.(第 90 回関東支部学術集会, 栃木県河内郡) A-01-0010-3 細生研 
 
 5. 高田英記, 原 俊浩, 井出吉信 : マイクロ CT を用いた下顎知歯部周囲の 3 次元骨微細構造および有限要素  
解析, 日骨形態計測会誌 13(2), 59, 2003.(第 23 回日本骨形態計測学会, 東京) A-02-0010-3 分析生研 
 
6. Abe,S., Watanabe,Y.(1), Satou,T.(2), Tazaki,M.(3), Matsukubo,T.(4), Yamane,G.(1), Ide,Y., Yamada,Y.(5), Shimono,M.(6), 
Ishikawa,T.(7) : Investigation of central control during voluntary deglutition, Bull Tokyo Dent Coll 44(2), 71～73, 
2003.(Workshop 2002 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) 脳科学研 (1)市病・オーラルメディシン,  
(2)補綴 II,(3)生理,(4)衛生,(5)脳科学研究施設,(6)病理,(7)保存 III 
  
 7. Yajima,Y.(1), Takeda,E.(1), Tazaki,M.(2), Shibukawa,Y.(2), Bessho,H.(1), Sekine,H.(3), Abe,S., Inoue,T.(4) : The Primary 
gustatory area in the human cerebral cortex examined by magnetoencephalography(MEG): response of the 
gustatory area to tactile stimulation of the palate, Bull Tokyo Dent Coll 44(2), 73～74, 2003.(Workshop 2002 Oral 
Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) (1)口外 I,(2)生理,(3)補綴 III,(4)臨検査 
 
 8. 栁澤伸彰, 阿部伸一, 前島昌世, 上松博子, 井出吉信 : 大理石骨病モデルマウスの舌筋の筋線維特性,    
歯基礎医会誌 45(5), 281, 2003.(第 45 回歯科基礎医学会総会, 盛岡市) A03-0010-2 細形研 実動施設 
 
 9. 阿部伸一, 﨑山浩司, 吉井正俊, 宇佐美敦司, 井出吉信 : マウス舌癌が病巣周囲における正常筋組織の筋線
維特性に与える影響について, 歯基礎医会誌 45(5), 319, 2003.(第 45 回歯科基礎医学会総会, 盛岡市) 
A03-0010-1 細形研 実動施設 
 
10. Yoshinari,M.(1), Inoue,T.(2), Matsuzaka,K.(2), Abe,S., Miake,Y.(3), Shibahara,T.(4), Kato,T.(5), Hirayama,A.(6) : 
Development of smart biomaterials modified with salivary proteins, Bull Tokyo Dent Coll 44(2), 132, 
2003.(Workshop 2002 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) HRC5A10 細形研,細生研,分析生研    
(1)理工,(2)臨検査,(3)超微構造,(4)口外 I,(5)微生物,(6)ＲＩ研 
 
11. 渡邊 裕(1), 阿部伸一, 武田栄三(2), 矢島安朝(2), 山田好秋(3), 山根源之(1) : 口腔の器質的欠損が嚥下の中枢 
制御に及ぼす影響について, 日口腔腫瘍会誌 15(3), 187, 2003.(第 21 回日本口腔腫瘍学会総会, 宜野湾市)    
脳科学研 (1)市病・オーラルメディシン,(2)口外 I,(3)新潟大・大学院・顎顔面機能 
 
12. 石井武展(1), 西井 康(1), 野嶋邦彦(1), 山口秀晴(1), 高木多加志(2), 井若芳郎, 井出吉信 : マイクロ CT を用いた
上顎大臼歯の固定源としてのミニスクリュー埋入位置の三次元的検討, 日矯正歯会 62 回抄集, 235, 2003.   
(第 62 回日本矯正歯科学会新潟大会, 新潟市) (1)矯正,(2)口外 I 
 
13. 加藤順久(1), 木津康博(1), 外木守雄(1), 山根源之(1), 原 俊浩, 井出吉信 : マイクロ CT による日本人頬骨内部 
構造の三次元的有限要素解析, 歯科学報 103(10), 27, 2003.(第 276 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) 分析生研 
(1)市病・オーラルメディシン 
 
14. 松永 智, 原 俊浩, 井出吉信 : 有歯顎骨口蓋の形態学的計測, 歯科学報 103(10), 28, 2003.(第 276 回東京歯科
学会総会, 千葉市) A-04-0010-4 分析生研 
 
15. 津守伸明, 阿部伸一, 上松博子, 井出吉信 : 上咽頭収縮筋の解剖学的観察, 歯科学報 103(10), 803, 2003. 
(第 276 回 東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-04-0010-3 細形研 
 
16. 大久保宏冶, 阿部伸一, 宇佐美敦司, 上松博子, 渡邊弘樹(1), 井出吉信 : 成長期におけるマウス顎二腹筋の筋
線維特性の変化, 歯科学報 103(10), 811, 2003.(第 276 回 東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-04-0010-2 細形研 
実動施設 (1)超微構造 
 
17. Abe,S., Sakiyama,K., Ide,Y. : Muscle-fiber characteristics in the adult mouse tongue muscles, Mol Biol Cell 





18. Sakiyama,K., Abe,S., Ide,Y. : Effect of stretching on the muscle contraction proteins of skeletal muscle myoblasts, 
Mol Biol Cell 14(Suppl), 44a, 2003.(43rd Annual Meeting The American Society for Cell Biology, San Francisco, California) 
A-01-0010-3 細生研 
 
19. 高田英記, 原 俊浩, 井出吉信 : マイクロ CT を用いた下顎角部の 3 次元骨微細構造および有限要素解析,   
顎顔面バイオメカニクス学会雑誌 9(1), 65～66, 2003.(第 11 回顎顔面バイオメカニクス学会, 新潟市) 分析生研 
 
20. 深水皓三(1), 堤 嵩詞(2), 上濱 正(3), 阿部伸一, 山田好秋(4) : 総義歯治療における下顎位の臨床的考え, 日補綴
歯会誌 47(109 回特別号), 72, 2003.(第 109 回日本歯科補綴学会, 東京都) (1)東京都,(2)大阪府,(3)茨城県,(4)新潟大・
歯 
 
21. 阿部伸一, 井出吉信, 上濱 正(1), 近藤 弘(2), 深水皓三(3) : 下顎義歯製作に影響する内側翼突筋から分離した
筋束の走行, 日補綴歯会誌 47(109 回特別号), 73, 2003.(第 109 回日本歯科補綴学会, 東京) A03-0010-1 細形研 
(1)茨城県,(2)静岡県,(3)東京都 
 
22. 近藤博保(1), 近藤 弘(1), 堤 嵩詞(2), 上濱 正(3), 阿部伸一, 山田好秋(4), 深水皓三(5) : 機能解剖学 第 3 報 無歯
顎閉口模型による後縁形態の観察, 日補綴歯会誌 47(109 回特別号), 104, 2003. (第 109 回日本歯科補綴学会, 
東京) A03-0010-1 (1)静岡県,(2)大阪府,(3)茨城県,(4)新潟大・大学院・顎顔面機能,(5)東京都 
 
23. 阿部伸一, 﨑山浩司, 前島昌世, 栁澤伸彰, 井出吉信 : ヒト頬筋および咽頭収縮筋の筋線維特性の解析,   
解剖誌 78(Suppl), 234, 2003.(第 108 回日本解剖学会総会, 福岡市) A03-0010-1 細形研 
 
24. 塩崎一秀, 阿部伸一, 井出吉信, 柴原孝彦(1) : ヒト胸鎖乳突筋および僧帽筋に分布する副神経について,    
歯科学報 103(6), 531, 2003.(第 275 回 東京歯科大学学会例会, 千葉市) A02-0010-1 (1)口外 I 
 
25. 市川 淳, 原 俊浩, 井出吉信 : 小児の成長に伴う側頭骨の関節結節内部構造の形態学的変化, 日顎関節会誌 
16(1), 63, 2004.(第 16 回日本顎関節学会総会, 鹿児島市) 分析生研 
 
26. 松永 智, 原 俊浩, 井出吉信 : 有歯顎骨口蓋の形態学的計測, 歯科学報 103(10), 28, 2004.(第 276 回東京歯科 




教 授 澤 孝彰 歯牙硬組織の脱灰と再石灰化（Ａ８５‐００２０‐１）
助 教 授 澤田 隆 萌出と機能に伴う歯と歯周組織の超微構造的変化（Ａ７９‐００２０‐１）
見明 康雄 キシリトールによる唾液の再石灰化促進効果に関する研究（Ａ９７‐００２０‐２）
講 師 森口美津子 象牙質および歯髄におけるプロテオグリカンについての免疫組織化学的研究
（Ａ９２‐００２０‐２）
渡邊 弘樹 In situ hybridization 法による骨芽細胞，線維芽細胞の細胞骨格（Ａ９３‐００２０‐１）















































J Electron Microsc ５２，６０５～６１３，２００３．
３．学外共同研究
４．科学研究費補助金・各種補助金




見明 康雄 唾液による歯牙硬組織石灰化度の恒常性維持に関する研究 科学研究費・基盤（Ｃ）
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論      文 
 
 1. 中島 修, 見明康雄, 栁澤孝彰 : 萌出後のエナメル質の成熟に及ぼす唾液の影響, 歯科学報 103(4), 289～298, 
2003. 原著 学位論文 細形研,分析生研 
 
 2. Tsumori,M.(1), Miake,Y., Kawada,E.(2), Hirai,Y.(1) : Effect of conventional glass-ionomer cement with zinc oxide in 
inhibiting dentin demineralization in vitro, Hard Tissue Biology 12(1), 17～24, 2003. 原著 細形研 (1)保存 III,   
(2)理工 
 
 3. Sawada,T., Inoue,S.(1) : Mineralization of basement membrane mediates dentogingival adhesion in mammalian and 
non-mammalian vertebrates, Calcif Tissue Int 73(2), 186～195, 2003. 原著 A-79-0020-1, 科研費・基盤(C)     
細形研 (1)Dept. of Anatomy and Cell Biology， McGill University 
 
 4. 栁澤孝彰, 見明康雄, 藥師寺 仁(1) : キシリトールガムの実験的初期齲蝕エナメル質に及ぼす再石灰化促進効果
―フノリ抽出物と第二リン酸カルシウム配合キシリトールガムとリン酸化オリゴ糖カルシウム配合キシリトールガムと
の比較―, 小児歯誌 41(4), 680～687, 2003. 原著 保情研 (1)小児歯 
 
 5. Sawada,T. : Ultrastructure of basement membranes in monkey and shark teeth at an early stage of development, Med 
Electron Microsc 36(4), 204～212, 2003. 総説 A-79-0020-1, 科研費・基盤(C) 細形研 
 
 6. Miake,Y., Saeki,Y.(1), Takahashi,M.(1), Yanagisawa,T. : Remineralization effects of xylitol on demineralized enamel,  
J Electron Microsc 52(5), 471～476, 2003. 原著 A-97-0020-2 保情研 (1)ロッテ・中央研 
 
 7. Yanagisawa,T., Miake,Y. : High-resolution electron microscopy of enamel-crystal demineralization and 
remineralization in carious lesions, J Electron Microsc 52(6), 605～613, 2003. 総説 A-85-0020-1 
 
 8. Aoba,T.(1), Shimazu,Y.(1), Taya,Y.(1), Soeno,Y.(1), Sato,K.(1), Miake,Y. : Fluoride and apatite formation in vivo and in 
vitro, J Electron Microsc 52(6), 615～625, 2003. 総説 (1)日歯大・病理 
 
解      説 
 




 1. 栁澤孝彰(a): 著分担 :パイロットアトラス 標本で学ぶ口腔の発生と組織 (a)Part 2 口腔組織編 2. 横断研磨標本 
112～115 頁, 医歯薬出版, 東京, 2003. CD-ROM 付き 
 
 2. Kosimizu,M.(a): 著分担 :Functional Cosmetology Substantiation of Cosmetics Efficacy: Recent Progress and 
Future Promise (a)Usefulness of Oral Care Products 579～600 頁, 薬事日報社, 東京, 2003. 二次出版 
 
 3. 川崎堅三(1)編集, 佐々木崇寿(2)編集, 栁澤孝彰編集: 著分担 : カラーアトラス 口腔組織発生学(第 2 版), わかば





 1. 栁澤孝彰 : Q&A あなたの質問に答えます：No.5 Question5. キシリトールの原料や歯に対する作用など歯科衛生
士として得ておくべき知識について教えてください, 歯衛士 27(9), 74～75, 2003. 
 
 2. 澤田 隆 : 歯齦接合上皮―エナメル質界面の細胞生物学的特性とその接着機構について, 平成 15 年度科学  
研究費補助金(基盤研究 C2)研究実績報告書, 2004. A-79-0020-1, 科研費・基盤(C) 細形研 
 
 3. 澤田 隆 : 歯齦接合上皮―エナメル質界面の細胞生物学的特性とその接着機構について, 平成 13～15 年度  




 1. 吉成正雄(1), 井上 孝(2), 松坂賢一(2), 阿部伸一(3), 見明康雄, 柴原孝彦(4), 加藤哲男(5), 平山明彦(6) : 唾液タン
パク質の吸着特性を制御した生体新素材の開発, 平成 14 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワーク   
ショッププログラムおよび抄録集, 58～61, 2003. (平成 14 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ,    
千葉市) 平成 14 年度分, A-02-0240-2, HRC5A10, 科研費・基盤(C) 細形研,分子生研,細生研 (1)理工,(2)臨検査,(3)解剖,     
(4)口外 I,(5)微生物,(6)ＲＩ研 
 
 2. 見明康雄, 栁澤孝彰, 中島 修, 水口 清(1), 内山健志(2) : 唾液による歯牙硬組織石灰化度の恒常性維持の解明, 
平成 14 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 62～63, 2003.     
(平成 14 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) 平成 14 年度分 (1)法歯,(2)口外 II 
 
 3. 森口美津子, 山田まりえ(1), 栁澤孝彰 : ブタ歯胚象牙質におけるコンドロイチン 4 硫酸とデルマタン硫酸の免疫 
組織化学, 解剖誌 78(抄録号), 194, 2003.(第 108 回日本解剖学会総会, 福岡市) A-92-0020-2 細形研         
(1)新潟医療福祉大・理学療法 
 
 4. 渡邊弘樹, 栁澤孝彰, 佐々木順造(1) : ノックアウトマウスのエナメル芽細胞におけるフリーラジカル関連酵素遺伝
子の発現, 解剖誌 78(抄録号), 287, 2003.(第 108 回日本解剖学会総会, 福岡市) 科研費・基盤(C) 細形研 実動施設 
(1)岡山大・大学院・細胞組織 
 
 5. Watanabe,H., Sasaki,J.(1), Yanagisawa,T. : Local expression of oxygen metabolic enzymes and skeletal mass: positive 
correlations in osteopetrotic mice, Bone 32(5), 116, 2003.(IBMS-JSBMR 2003, Osaka) 科研費・基盤(C) 細形研    
実動施設 (1)Dept. of Anatomy， Okayama University Medical School 
 
 6. 澤田 隆 : 内側基底板の石灰化がエナメル質と接合上皮の接着を仲介する, 歯基礎医会誌 45(5), 82, 2003.  
(第 45 回歯科基礎医学会総会, 盛岡市) A-79-0020-1, 科研費・基盤(C) 細形研 
 
 7. 渡邊弘樹, 佐々木順造(1), 栁澤孝彰 : NOS ノックアウトマウスのエナメル芽細胞におけるフリーラジカル関連酵素
遺伝子の動態, 歯基礎医会誌 45(5), 85, 2003.(第 45 回歯科基礎医学会総会, 盛岡市) 科研費・基盤(C) 細形研   
(1)岡山大・大学院・細胞組織 
 
 8. 森口美津子, 山田まりえ(1), 栁澤孝彰 : ラット歯胚象牙質におけるTIMP-1の分布について, 歯基礎医会誌 45(5), 
85, 2003.(第 45 回歯科基礎医学会総会, 盛岡市) A-92-0020-2 細形研 実動施設 (1)新潟医療福祉大・理学療法 
 9. 見明康雄, 栁澤孝彰 : エナメル質の成熟と再石灰化におよぼす唾液の影響, 歯基礎医会誌 45(5), 91, 2003.  
(第 45 回歯科基礎医学会総会, 盛岡市) 保情研 
 
10. 大久保宏冶(1), 阿部伸一(1), 宇佐美敦司(1), 上松博子(1), 渡邊弘樹, 井出吉信(1) : 顎二腹筋の筋線維特性, 歯科
学報 103(10), 811, 2003.(第 276 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) 細形研 (1)解剖 
 
11. Sawada,T., Inoue,S.(1) : Partial mineralization of internal basal lamina mediates firm dentogingival adhesion, J Dent 
Res 82(Special Issue C), C-434, 2003.(Japanese Association for Dental Research 51st Annual Meeting, Osaka) 
A-79-0020-1, 科研費・基盤(C) 細形研 (1)Dept. of Anatomy and Cell Biology， McGill University 
 
12. 吉成正雄(1), 井上 孝(2), 松坂賢一(2), 阿部伸一(3), 見明康雄, 柴原孝彦(4), 加藤哲男(5), 平山明彦(6) : 唾液タン
パク質の吸着特性を制御した生体新素材の開発, 平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワーク   
ショッププログラムおよび抄録集, 60～63, 2004. (平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ,    
千葉市) A-02-0240-2, HRC5A10, 科研費・基盤(C) 細形研,分子生研,細生研 (1)理工,(2)臨検査,(3)解剖,(4)口外 I,      
(5)微生物,(6)ＲＩ研 
 
13. 見明康雄, 栁澤孝彰, 中島 修, 水口 清(1), 内山健志(2) : 唾液による歯牙硬組織石灰化度の恒常性維持の解明, 
平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ プログラムおよび抄録集, 64～65, 2004.    
(平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A11 保情研 (1)法歯,(2)口外 II 
３．生 理 学 講 座
プロフィール
１．教室員と主研究テーマ
教 授 鈴木 隆 ハムスター顎下神経節細胞のシナプス電流とその発現機序について
（Ａ８４‐００９０‐１）
助 教 授 田 雅和 口腔粘膜受容器の形態および機能に関する研究（Ａ７９‐００９０‐１）







大学院生 青木 良仁 脳幹孤束核細胞の生理機能について（Ａ０４‐００９０‐１）




























Br J Pharmacol １３８，１５３５～１５４３，２００３．
３）象牙芽細胞における細胞内Ca２＋シグナル（Ａ９５‐００９０‐２）




ルは，象牙質形成機能に関わると考えられる．象牙芽細胞の Store-operated Ca channels は，細胞内 Ca ス
トアの枯渇で活性化し，内向き整流特性・陽性反転電位を示し，そのイオン選択性は，Ca２＋＞Ba２＋＞Sr２＋＞
Mn２＋であった．
J Bone Miner Res １８，３０～３８，２００３．
３．研究活動の特記すべき事項
受 賞
受賞者名 年月日 賞 名 テ ー マ 学会・団体名
遠藤 隆行 ２００３．７．８ 東京歯科大学学長奨励
研究賞
Angiotensin Ⅱ-induced inhibi-
tion of calcium currents via Gq/
１１-protein involving protein ki-




論      文 
 
 1. Abe,M., Endoh,T., Suzuki,T. : Angiotensin II-induced ionic currents and signalling pathways in submandibular 
ganglion neurons, Arch Oral Biol 48(6), 401～413, 2003. 原著 A-84-0090-1 
 
 2. Abe,M., Endoh,T., Suzuki,T. : Extracellular ATP-induced calcium channel inhibition mediated by P1/P2 





 1. Yamamoto,T., Hirayama,A.(1) : Neurogenesis in mouse hippocampus is restrained by soft-diet feeding, J Dent Res 
12(Special Issue C), 1～2, 2003.(52nd Annual Meeting of the Japanese Association for Dental Research, Osaka) 
A97-0090-1 (1)ＲＩ研 
 
 2. Nakamura,Y.(1), Shibukawa,Y., Shintani,M.(1), Kumai,T., Suzuki,T. : Magnetoencephalographic analysis of brain 
regions involved in central programming of voluntary jaw movements in humans-distribution and current source 
analysis of cortical magnetic fields in association with observation of jaw movements in healthy subjects in 
comparison with patients with temporomandibular disordes-, Bull Tokyo Dent Coll 44(2), 77～79, 2003.(Workshop 
2002 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) A-02-0090-1 脳科学研 (1)脳科学研究施設 
 
 3. Suzuki,T., Yamamoto,T., Shibukawa,Y., Kumai,T. : Trapezoid-wave stimulator evoking tonic 
response-somatosensory mechano-stimulator for the oral region-, Bull Tokyo Dent Coll 44(2), 80～81, 
2003.(Workshop 2002 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) A-02-0090-1 脳科学研 
 
 4. Yamamoto,T., Hasegawa,H.(1), Hosoe,N.(2), Hirano,S.(3) : Taurine increases neurogenesis in the developing mouse 
hippocampus, Jpn J Phyiol 53(Suppl), 24～26, 2003. (The 80th Annual Meeting of the Physiological Society of Japan,  
Fukuoka) A97-0090-1 (1)東邦大・医・第２生理,(2)東邦大・佐倉病院・内科,(3)額田医学生物学研究所 
 
 5. Endoh,T., Suzuki,T. : Effects of extracellular ATP on calcium currents in nucleus tractus solitarius, Jpn J Physiol 
53(Suppl), S201, 2003. ( The 80th Annual Meeting of the Physiological Society of Japan, Fukuoka) A-04-0090-1 
 
 6. Mochizuki,K.(1), Yakushiji,M.(2), Shibukawa,Y., Suzuki,T., Shintani,M.(3), Ishikawa,T.(4) : Magneto-encephalographic 
representation of the maxillary permanent canine in human somatosensory cortex, J Dent Res 82(Special Issue B), 
B-94, 2003.(82nd International Association for Dental Research, Gotenborg, Swedwn) A02-0090-1 脳 科 学 研         
(1)水病・小児歯科,(2)小児歯,(3)脳科学研究施設,(4)保存 III 
 
 7. Matsuura,N.(1), Shibukawa,Y., Ichinohe,T.(1), Suzuki,T., Kaneko,Y.(1) : Ketamine depresses pain-related magnetic 
field following painful CO2 laser stimulation on trigeminally innervated skin region in humans, J Dent Res 





8. Shibukawa,Y., Shintani,M.(1), Kumai,T., Kato,M.(2), Suzuki,T., Zhang,Z.(3), Jiang,T.(3), Shimono,M.(4), Ishikawa,T.(5), 
Nakamura,Y.(1) : Jaw-movement-related mirror neuron system in humans, J Dent Res 82(Special Issue B), B-295, 
2003.(82nd International Association for Dental Research, Gotenborg, Sweden) A02-0090-1 脳科学研 (1)脳科学研究    
施設,(2)市病・精神・神経科,(3)Peking Univ,(4)病理,(5)保存 III 
 
9. Zhang,Z.(1), Jiang,T.(1), Suzuki,T., Shimono,M.(2), Ishikawa,T.(3), Yoshimura,K.(4), Satou,T.(4) : Short-term artificial 
occlusal interference did not affect the mirror neuron system in humans, J Dent Res 82(Special Issue B), B-298, 
2003.(82nd International Association for Dental Research, Gotenborg, Sweden) A02-0090-1 脳科学研 (1)Peking Univ,   
(2)病理,(3)保存 III,(4)補綴 II 
 
10. Ishikawa,T.(1), Shibukawa,Y., Shintani,M.(2), Zhang,Z.(3), Jiang,T.(3), Shimono,M.(4), Takahashi,K.(1), Kumai,T., 
Kato,M.(5), Suzuki,T., Nakamura,Y.(2) : Dysfection of the jaw-movement-related mirror neuron system in patients 
with temporo-mandibular disorders, J Dent Res 82(Special Issue B), B-366, 2003.(82nd International Association for 
Dental Research, Gotenborg, Sweden) A02-0090-1 脳科学研 (1)保存III,(2)脳科学研究施設,(3)Peking Univ,(4)病理,(5)市病・
精神・神経科 
 
11. 釜石秀明, 遠藤隆行, 鈴木 隆 : 顎下神経節における VIP/PACAP の電位依存性カルシウムチャネルに対する 
シグナル伝達, 歯科学報 103(6), 522, 2003.(第 275 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A-84-0090-1 
 
12. 遠藤隆行 : ハムスター顎下神経節におけるアンギオテンシン II 誘発性 Gq/11 蛋白・蛋白キナーゼ C を介するカル
シウムチャネル電流に対する抑制作用, 歯科学報 103(10), 800, 2003.(第 276 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) 
A-84-0090-1 
 
13. 遠藤隆行, 鈴木 隆 : 急性単離ラット脳幹孤束核細胞におけるアデノシン受容体の電位依存性カルシウムチャネ
ルに対する抑制作用, 歯科学報 103(10), 804, 2003.(第 276 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-04-0090-1 
 
14. 鈴木 隆, 青木良仁, 遠藤隆行 : ハムスター顎下神経節のエンドセリン-1 応答, 歯科学報 103(10), 805, 2003. 
(第 276 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-84-0090-1 
 
15. Endoh,T., Suzuki,T. : Effects of extracellular ATP on calcium currents in rat nucleus tractus solitarius, Abst Viewer 
SFN (CD-ROM) , #891.4, 2003.(33rd Society for Neuroscience annual meeting, New Orleans, USA) A-04-0090-1 
 
16. Nakamura,Y.(1), Shibukawa,Y., Shintani,M.(1), Kumai,T., Suzuki,T. : Magnetoencephalographic analysis of brain 
regions involved in central programming of voluntary jaw movements in humans-distribution and current source 
analysis of cortical magnetic fields in association with observation of jaw movements in healthy subjects in 
comparison with patients with temporomandibular disorders-, Bull Tokyo Dent Coll 44(2), 77 ～ 79, 
2004.(Workshop 2002 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) A-02-0090-1 脳科学研 (1)脳科学研究  
施設 
４．生 化 学 講 座
プロフィール
１．教室員と主研究テーマ
教 授 木崎 治俊 細胞死の分子機構（Ａ９０‐０１２０‐１）
唾液腺オステオポンチンの組織構築および唾液腺における機能解析
（Ａ０２‐０１２０‐１）
助 教 授 冨田友美子 老齢及び肥満における脂質代謝（Ａ８８‐０１２０‐１）
歯牙硬組織および唾液，唾液腺の脂質の生理的意義（Ａ８９‐０１２０‐１）
佐藤 裕 口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ９５‐０１２０‐１）






大学院生 岡本 和子 口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ９５‐０１２０‐１）















Bull Tokyo Dent Coll ４５，１～８，２００４．
Arch Biochem Biophys ４２２，１０３～１０９，２００４．
２）口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ９５‐０１２０‐１）




るとされている．S. mutans のGbpC タンパクの細胞壁での発現にもこの sortase が関与していることが示さ




あることが分かった．S. macacae はサルより分離されたミュータンスレンサ球菌であり，S. mutans のGbpC
タンパクと相同タンパクを持っていることが示された．














































佐藤 裕 S. mutansの新奇なグルカン結合蛋白質発現調節機構の解明 科学研究費・基盤（Ｃ）
佐藤 裕 Streptococcus macacae（サルミュータンス菌）はヒト口腔
に存在しうるだろうか？
口腔科学研究センター










講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地
木崎 治俊 ２００３．１０．２５ 炎症とアポトーシス 愛知学院大学歯学会 名古屋市
シンポジスト 年月日 演 題 学 会 名 開催地
佐藤 裕 ２００２．１１．３０ Glucan-dependent aggregation












論      文 
 
 1. Muramatsu,T.(1), Ohta,K., Asaka,M.(1), Kizaki,H., Shimono,M.(1) : Expression and distribution of osteopontin and 
matrix metalloproteinase (MMP)-3 and -7 in mouse salivary glands, Eur J Morphol 40(4), 209～212, 2002. 原著 
A02-0120-1, HRC5A09, 科研費・若手(B), 平成 14 年度分 細形研 実動施設 (1)病理 
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ることにより，歯髄組織の動態，象牙質形成能や歯髄保存の可能性を in vitro ならびに in vivo の系で検討す
る．具体的にはRNAの発現，タンパクの局在を検索することにより，培養歯髄細胞に熱刺激を加えた際の
細胞間情報伝達能や硬組織形成能の低下は，熱によるギャップ結合構成タンパクの破壊を抑制することで防
げることを明らかとした．また，歯髄組織における stem cell の存在を明らかとするため，ラット胎児の歯
原性上皮と成獣の歯髄細胞の複合体を腎被膜下に移植し，歯牙の発生を試みている．
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６．微 生 物 学 講 座
プロフィール
１．教室員と主研究テーマ
教 授 奥田 克爾 歯周病原性細菌の研究（Ａ８１‐０１８０‐２）
助 教 授 加藤 哲男 歯周病原性細菌に対するモノクローナル抗体の作製（Ａ８３‐０１８０‐１）
石原 和幸 歯周病原性菌の遺伝学的研究（Ａ８９‐０１８０‐１）
助 手 山中あゆみ 歯周病原性 Porphyromonas gingivalis の付着因子の解析（Ａ９２‐０１８０‐１）
君塚 隆太 Actinobacillus actinomycetemcomitans の溶血活性に関する研究（Ａ９３‐０１８０‐１）
本間 聖進 Bacteroides forsythus の歯周病原性の分子生物学的および免疫学的解析
（Ａ０１‐０１８０‐１）
大学院生 伊藤理恵子 Porphyromonas gingivalis と Treponema denticola の共凝集機構の解析
奥村 繁 感染防御機能としての肥満細胞の役割の解明
高橋 尚子 Actinobacillus actinomycetemcomitans のバイオフィルム形成能と抗菌薬感受性に関す
る研究
宮地 弘治 Porphyromonas gingivalis Arg-Gingipain A DNA vaccine による防御性抗体の誘導
宮本 暦 Treponema denticola の表層に存在するdentilisinのサイトカインに対する影響の解析
阿部 修 口腔ケアと気道感染症予防に関する研究





givalis と Treponema denticola を単独あるいは混合して，マウス気管内に接種し菌の消長および炎症性サイ
トカイン産生誘導を検討した．P. gingivalis 接種後７２時間の肺胞洗浄液からの生菌数を調べた結果，T. denti-
cola とともに接種した群の方が単独接種群よりもその数は多かった．また混合接種群の肺胞洗浄液中の
TNFα，IL‐６，KC量は，P. gingivalis 単独接種群に比較し有意に上昇していた．本研究から，P. gingivalis




歯周病原菌の１６S rRNAが検出されるか PCR法によって調べた．その結果，Porphyromonas gingivalis，Acti-
nobacillus actinomycetemcomitans，Bacteroides forsythus，Treponema denticola および Campylobacter rectus
は，それぞれ２１．６％，２３．３％，５．９％，２３．５％および１５．７％検出された．また P. gingivalis と C. rectus の歯
周局所材料からの検出と冠状動脈疾患部の材料からの検出は，統計学的に有意に関連していることがわかっ
た．









givalis および S. mutans の付着に対する阻害効果も認められた．
Oral Microbiol Immunol １９，６１～６４，２００４．
４）Treponema denticola ４３kDa タンパクは dentilisin の安定性に関与している（Ａ８９‐０１８０‐１，Ａ８１‐０１８０‐２）
Treponema denticola 表層プロテアーゼ dentilisin は，その病原性に重要な役割を果たしている．４３kDa タ
ンパクは，dentilisin と共に精製される．４３kDa タンパクの欠損株を作成しその性状を解析すると，dentilisin
の活性が失われ dentilisin は分解されていた．このことから４３kDa タンパクは dentilisin の安定性に関与し
ていることが示唆された．
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オーガナイザー 年月日 主 題 学会名 開催地




シンポジスト 年月日 演 題 学会名 開催地














講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地
奥田 克爾 ２００３．６．２１ 肺炎予防セミナー 京都市医師会 京都市
奥田 克爾 ２００３．７．１７ 薬で治せない口腔内バイオフィルム
感染症
栃木県歯科医師会 黒磯市













奥田 克爾 ２００３．８．１０ 歯科衛生士感染予防講習会 福島県歯科医師会館 福島市
奥田 克爾 ２００３．９．２１ 口腔内バイオフィルム感染症へ
の対応
岐阜県歯科医師会 岐阜市
奥田 克爾 ２００３．９．２７ 薬で治せない口腔内バイオフィルム
感染症
逗葉歯科医師会 逗子市
奥田 克爾 ２００４．２．２２ インプランタイチスを起こす
バイオフィルム
プラトーン 東京
加藤 哲男 ２００３．１０．１７ 抗菌薬を使わない歯周病予防 理工懇談会 東京
石原 和幸 ２００３．１０．１９ 歯肉縁下のバイオフィルム ヘルスケア歯科研究会 東京
石原 和幸 ２００３．１１．９ 歯周病ー全身とのかかわりと
口腔ケア
東京歯科大学同窓会三重県支部 松坂市
石原 和幸 ２００３．１１．１２ 歯周病は万病の元を明らかにする 平成１５年度青森県母子保健
指導者研修会
青森市
石原 和幸 ２００３．１２．７ 歯周病原菌は心冠状動脈血管内壁
プラークから見つかる
第３回長崎歯周病フォーラム 長崎市
石原 和幸 ２００４．１．７ ヘルスプロモーションにおける
口腔ケアの意義
宮城高等歯科衛生士学院主催 仙台市





石原 和幸 ２００４．２．１４ 歯肉縁下のバイオフィルム 東京歯科大学同窓会いわき市
支部
いわき市
講演者 年月日 タイトル メディア
奥田 克爾 ２００３．１１．２３ 歯周病は万病のもと 毎日新聞
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７．薬 理 学 講 座
プロフィール
１．教室員と主研究テーマ
教 授 川口 充 ベンゾジアゼピン類の唾液分泌抑制に対する漢方製剤の回復効果（Ａ０２‐０２１０‐１）
唾液腺の末梢型ベンゾジアゼピン受容体の細胞生物学的解析についての研究
（Ａ０３‐０２１０‐１）
講 師 澤木 康平 唾液分泌機構に対するベンゾジアゼピン系薬物の細胞生物学的研究
（Ａ０２‐０２１０‐７）
矢崎 欽也 歯科専用薬の活性酸素フリーラジカル消去作用（Ａ９５‐０２１０‐１）
助 手 大久保みぎわ ベンゾジアゼピン類による唾液分泌抑制機構へのCa２＋の関与（Ａ９５‐０２１０‐２）
大学院生 四宮 敬史 唾液腺の抹消型ベンゾジアゼピン受容体の細胞生物学的解析についての研究
（Ａ０３‐０２１０‐１）
専 攻 生 大野 勝己 唾液腺における抑制調節機構の発現に関する研究（Ａ００‐０２１０‐２）













唾液分泌への抑制性の関与について明らかにしてきた．この研究では，RT-PCR および in situ RT-PCR を
用いて末梢型ベンゾジアゼピン受容体の局在について検索した．その結果，耳下腺に末梢型ベンゾジアゼピ
ン受容体の存在することが，プライマーにより相補的に産生された cDNAのバンドの検出により明らかに















































































mRNA levels of opioid pepti-
de precursor proteins （O-
PPPs）and receptors（ORs）
in rat stomach and brain





















主催者 年月日 学会・研究会 会 場 主催地
川口 充 ２００３．６．１４ 第１０８回日本薬理学会関東部会 幕張メッセ 千葉市
シンポジスト 年月日 講演演題 学 会 名 開催地





Inhibitory Regulation systems and
pharmacological properties in rat
salivary gland : Mechanisms of
psychotic-induced xerostomia






演 者 年月日 講演演題 学 会 名 開催地
川口 充 ２００３．９．２０ 唾液腺の生理的機能と機能障害 愛知県保険医協会セミナー 名古屋市















論      文 
 
 1. 大久保みぎわ, 川口 充 : ラット耳下腺腺房細胞におけるベンゾジアゼピン受容体を介したアミラーゼ分泌抑制 
機構, 歯科学報 103(9), 741～749, 2003. 原著 二次出版 HRC961B05 A-93-0210-3 
 
 2. Yazaki,K., Kawada,E.(1), Oda,Y.(1) : An evaluation of the penetration of peroxide from tooth-whitener, Biomed Res 




 1. 大久保みぎわ, 澤木康平, 川口 充 : 細胞内イオン動態を捉える, 歯科学報 103(10), 785～787, 2003. カラー  
アトラス HRC5A13 A-95-0210-2 
 
 2. 大久保みぎわ, 澤木康平, 川口 充 : 細胞内イオン動態を捉える, 歯科学報 103(11), 871～873, 2003. カラー  




1. Ichinohe,T.(1), Kaneko,Y.(1), Mamiya,H.(1), Agata,H.(1), Kasahara,M.(1), Matsuura,N.(1), Kawaguchi,M., Shibahara,T.(2), 
Yonezu,H.(3), Shibukawa,Y.(4) : An establishment of a guideline for the treatment of chronic intractable pain in the 
maxillofacial region, Bull Tokyo Dent Coll 44(2), 83～84, 2003.(Workshop 2003 Oral Health Science Center Tokyo 
Dental College, Chiba) HRC3A07 脳科学研 (1)歯麻,(2)口外 I,(3)口外 II,(4)生理 
 
 2. Kawaguchi,M., Sawaki,K., Yamagishi-Wang,H., Okubo,M., Baum,B.J., Yamane,G.(1), Yamamoto,T.(2), Motegi,E.(3) : 
The basic recearch for developing methods of diagnosis and examination on the function of salivary glands, Bull 
Tokyo Dent Coll 44(2), 127～128, 2003.(Workshop 2003 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) 
HRC5A13 細形研,分子生研,細生研 実動施設 (1)市病・オーラルメディシン,(2)生理,(3)矯正 
 
 3. 川口 充, 澤木康平, 大久保みぎわ : 薬物性口腔乾燥症に対する漢方薬の治療効果, 第 5 回応用薬理シンポジ
ウム要旨集, 47, 2003.(第 5 回応用薬理シンポジウム, 岡山市) HRC5A13 A-02-0210-1 
 
 4. 大久保みぎわ, 澤木康平, 川口 充 : 口腔乾燥症における向精神薬の分子標的, 第 5 回応用薬理シンポジウム
要旨集, 48, 2003.(第 5 回応用薬理シンポジウム, 岡山市) HRC5A13 A-03-0210-1 
 
 5. 川口 充, 和泉正丈(1), 大久保みぎわ, 澤木康平, 王 久子, 吉野温子(2), 林 美樹(2), 四宮敬史 : 唾液腺におけ
る BMP、ラクトフェリン、受容体の局在と特性, 歯基礎医会誌 45(5), 70, 2003.(第 45 回歯科基礎医学会学術大会, 
盛岡市) HRC5A13 (1)矯正,(2)東歯大学生 
 
 6. 和泉正丈(1), 大久保みぎわ, 王 久子, 渡辺正人, 山口秀晴(1), 川口 充 : ストレプトゾトシン誘発性糖尿病による
唾液分泌機能低下に対する BMP7 の回復効果, 歯科学報 103(10), 816, 2003.(第 276 回東京歯科大学学会総会, 
千葉市) A-02-0210-5 (1)矯正 
 
 7. 大久保みぎわ, 澤木康平, 川口 充 : 唾液腺機能とサイトカイン, 日薬理誌 122(4), 23P, 2003.(第 108 回日本薬理
学会関東部会, 千葉市) A-02-0210-5 
 
  
 8. 川口 充, 大久保みぎわ, 澤木康平 : ラット唾液腺におけるラクトフェリンの産生機能と受容体の存在, 日薬理誌 
122(4), 33P, 2003.(第 108 回日本薬理学会関東部会, 千葉市) A-02-0210-5 
 
 9. 大久保みぎわ, 澤木康平, 川口 充 : シスプラチン耐性 Sarcoma S-180 細胞のジメルカプトプロパンスルホン酸 
ナトリウム(DMPS)による感受性化, 歯薬物療 22(3), 206, 2003. (第 22 回 日本歯科薬物療法学会, 大阪市) 
A-90-0210-2 
 
10. Kawaguchi,M., Sawaki,K., Okubo,M., Yamagishi-Wang,H. : Inhibitry regulation systems and pharmacological 
properties in rat salivary gland: Mechanisms of psychotic, The Korean Jounal of physiology & Pharmacology 7(1), 
62, 2003.(The 9th Southeast Asian-Western Pacific Regional Meeting of Pharmacologists, Busan, Korea) HRC5A13 
A-02-0210-5 
 
11. 一戸達也(1), 金子 譲(1), 間宮秀樹(1), 縣 秀栄(1), 笠原正貴(2), 松浦信幸(1), 川口 充, 柴原孝彦(3), 米津博文(4), 
澁川義幸(5) : 顎顔面領域の慢性難治性疼痛に対する治療指針の検討, 歯科学報 104(1), 31～32, 2004.   
(平成 14 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC3A07 脳科学研 (1)歯麻,(2)水病・麻酔科, 
(3)口外 I,(4)口外 II,(5)生理 
 
12. 川口 充, 澤木康平, 王 久子, 大久保みぎわ, Bruce,B.J., 山根源之(1), 山本 哲(2), 茂木悦子(3) : 唾液腺の機能
診断および検査技術の展開を目的とした基礎的研究, 歯科学報 104(1), 67～68, 2004.(平成 14 年度東京歯科  
大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A13 細形研,分子生研,細生研 実動施設 (1)市病・オーラルメディ
シン,(2)生理,(3)矯正 
 
13. 和泉正丈(1), 大久保みぎわ, 渡辺正人, 王 久子, 山口秀晴(1), 川口 充 : マウス唾液腺における BMP7 の存在と
糖尿病による唾液分泌機能低下の回復効果, 日薬理誌 123(1), 34P, 2004.(第 109 回日本薬理学会関東部会,   
東京) HRC5A13 A-02-0210-5 (1)矯正 
 
14. 一戸達也(1), 金子 譲(1), 間宮秀樹(1), 縣 秀栄(1), 笠原正貴(2), 松浦信幸(1), 川口 充, 柴原孝彦(3),米津博文(4), 
澁川義幸(5) : 顎顔面領域の慢性難治性疼痛に対する治療指針の検討, 平成 15 年度東京歯科大学口腔科学
研究センターワークショップおよび抄録集, 20～21, 2004.(平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワーク  
ショップ, 千葉市) HRC3A07 脳科学研 (1)歯麻,(2)水病・麻酔科,(3)口外 I,(4)口外 II,(5)生理 
 
15. 川口 充, 澤木康平, 王 久子, 大久保みぎわ, Bruce,B.J., 山根源之(1), 山本 哲(2), 茂木悦子(3) : 唾液腺の機能
診断および検査技術の展開を目的とした基礎的研究, 平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワーク
ショップおよび抄録集, 68, 2004.(平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A13  
細形研,分子生研,細生研 実動施設 (1)市病・オーラルメディシン,(2)生理,(3)矯正 
 
16. Izumi,M.(1), Okubo,M., Watanabe,M., Yamagishi-Wang,H., Yamaguchi,H.(1), Kawaguchi,M. : The expression of 
BMP7 and receptors in salivary glands of mice and the cytoprotective effects from diabetic stresses, J Pharmacol 
Sci 94(Suppl.1), 75P, 2004.(The 77th annual Meeting of The Japanese Pharmacological Society, Osaka) HRC5A13 
A-02-0210-5 (1)矯正 
 
17. Kawaguchi,M., Okubo,M., Sawaki,K., Shinomiya,T. : The expression and distribution of peripheral type 
benzodiazepine receptors in the rat salivary glands, J Pharmacol Sci 94(Suppl 1), 119P, 2004.(The 77th Annual 




18. Yoshikawa,M.(1), Kobayashi,T.(1), Kawaguchi,M., Oka,T.(1) : Developmental changes in mRNA levels of opioid peptide 
precursor proteins(OPPPs) and receptors(ORs) in rat stomach and brain, J Pharmacol Sci 94(Suppl 1), 192P, 
2004.(The 77th annual Meeting of The Japanese Pharmacological Society, Osaka)  (1)東海大・医・薬理 
 
８．歯 科 理 工 学 講 座
プロフィール
１．教室員と主研究テーマ
教 授 小田 豊 粉末冶金の歯科応用に関する研究（Ａ８１‐０２４０‐７）
歯科用合金の電気化学的耐食性に関する研究（Ａ９５‐０２４０‐１）
歯科材料製品の物性調査と改良研究（Ａ９８‐０２４０‐１）
助 教 授 河田 英司 口腔内雰囲気における合着材，充填材の機械的諸性質について（Ａ８３‐０２４０‐８）
高濃度過酸化水素による生活歯漂白の是非（Ａ０２‐０２４０‐１）
吉成 正雄 セラミックス薄膜形成技術による金属表面改質（Ａ８３‐０２４０‐７）
Tissue Engineering 用 Scaffold の生体機能化（Ａ０２‐０２４０‐２）
講 師 服部 雅之 歯科鋳造用Ti-Cu 合金の開発（Ａ９９‐０２４０‐１）
助 手 武本 真治 Ti 系合金の口腔環境下での界面反応の解明（Ａ０３‐０２４０‐１）
大学院生 勢島 尚 Bisphosphonate を固定したハイドロキシアパタイトの破骨細胞活性化抑制効果に
関する研究（Ａ０１‐０２４０‐２）


















































６）Tissue Engineering 用 Scaffold の生体機能化―タンパク質固定化技術の確立―（Ａ０２‐０２４０‐２）







孔率が９０％以上を有するCarbon foamは Scaffold として有効であることが確認された．
J Biomed Mater Res ６７Ａ，６８４～６８８，２００３．
J Biomed Mater Res ６８Ａ，２２７～２３４，２００４．
Biomed Res ２４，１９５～２０３，２００３．
Biomaterials ２５，１１９～１２７，２００４．





























































シンポジスト 年月日 演 題 学 会 名 開催地
吉成 正雄 ２００３．１２．２ Prospects for Surface Modifi-
cation of Titanium Implants
JADR ５１st Annual Meet-
ing
豊中市






研究代表者 研 究 課 題 研 究 費
小田 豊 歯科用チタンおよびチタン合金の変色機構の解明と防食 科学研究費・基盤（Ｂ）
小田 豊 コンピュータ支援による対話型授業の構築 高等教育研究改革推進経費
小田 豊 唾液に含まれる無機イオン成分と唾液腺機能の解析 大学院重点研究特別経費
小田 豊 Dynamic Artificial Mouth の開発 科学研究費・萌芽
小田 豊 低カラット金合金の物性および耐食性評価 新商品開発技術研究会
河田 英司 高濃度過酸化水素による生活歯漂白の是非 科学研究費・基盤（Ｃ）







服部 雅之 添加元素による歯科鋳造用チタン銅合金の物性改良 科学研究費・若手（Ｂ）
講演者 年月日 講演演題 学会・研究会名 開催地
吉成 正雄 ２００３．５．１７ インプラントの界面構造 日本歯科先端技術研究所研修 東京
小田 豊 ２００３．７．２０ インプラントとしてのチタンを
知る
プラトン臨床セミナー 東京
小田 豊 ２００３．９．７ 支台築造材料の特性と変遷 接着歯学会シンポジウム 東京
吉成 正雄 ２００３．１１．１４ 歯科インプラントの表面処理－
生体多機能を付与する
日本鉄鋼協会講演会 東京










講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地





















吉成 正雄 ２００３．７．２５ 平成１５年度教育ワークショップ 歯科インプラント学 千葉市
氏 名 年月日 種 別 役 割 開催地
河田 英司 ２００３．４．２５ 平成１５年度第５学年CBT サイトマネージャー 千葉市
河田 英司 ２００３．５．１０ 平成１５年度第５学年OSCE 副実行委員長 千葉市
河田 英司 ２００４．２．２３ 平成１５年度第４学年CBT サイトマネージャー 千葉市
河田 英司 ２００４．３．１３ 平成１５年度第４学年OSCE 副実行委員長 千葉市
河田 英司 ２００４．３．１５ 平成１５年度第４学年CBT
追・再試
サイトマネージャー 千葉市
服部 雅之 ２００３．４．２５ 平成１５年度第５学年CBT 試験委員 千葉市
服部 雅之 ２００４．２．２３ 平成１５年度第４学年CBT 試験委員 千葉市
―５８―
論      文 
 
 1. 高木 亮, 吉成正雄, 小田 豊 : 粉末焼結法によるチタンの接合に関する研究, 歯科材料・器械 22(4), 283～292, 
2003. 原著 学位論文 分析生研 
 
 2. Matsuzaka,K.(1), Walboomers,F.(2), Yoshinari,M., Inoue,T.(1), Jansen,J.(2) : The attachment and growth behavior of 
osteoblast-like cells on microtextured surfaces, Biomaterials 24(16), 2711～2719, 2003. 原著 細形研,分析生研 
実動施設 (1)臨検査,(2)University of Nijmegen 
 
 3. Tsumori,M.(1), Miake,Y.(2), Kawada,E., Hirai,Y.(1) : Effect of conventional glass-ionomer cement with zinc oxide in 
inhibiting dentin demineralization in vitro, Hard Tissue Biology 12(1), 17～24, 2003. 原著 細形研 (1)保存 III,   
(2)超微構造 
 
 4. Yoshinari,M., Matsuzaka,K.(1), Kitazawa,Y.(2), Inoue,T.(1), Oda,Y., Shimono,M.(3) : Properties of carbon-foam scaffold 
coated with titanium for tissue engineering, Biomed Res 24(4), 195～203, 2003. 原著 分析生研 (1)臨検査,      
(2)研究機器管理部,(3)病理 
 
 5. 孫賢宣, 服部雅之, 小田 豊 : 耐熱性酸化物鋳型材とチタンの表面反応, 歯科学報 103(8), 657～672, 2003.  
原著 学位論文 分析生研 
 
 6. Ide,K., Hattori,M., Yoshinari,M., Kawada,E., Oda,Y. : The influence of albumin on corrosion resistance of titanium 
in fluoride solution, Dent Mater J 22(3), 359～370, 2003. 原著 学位論文 細形研 
 
 7. Ohkubo,C.(1), Shimura,I.(1), Aoki,T.(1), Hanatani,S.(1), Hosoi,T.(1), Hattori,M., Oda,Y., Okabe,T.(2) : Wear resistance 
of experimental Ti-Cu alloys, Biomaterials 24(20), 3377～3381, 2003. 原著 (1)鶴見大・歯・補綴Ⅰ,(2)ベイラー大・
歯・生体材料 
 
 8. Hayakawa,T.(1), Yoshinari,M., Nagai,M.(2), Yamamoto,M.(3), Nemoto,K.(1) : X-ray photoelectron spectroscopic studies 
of the reactivity of basic terminal OH of titanium towards tresyl chloride and fibronectin, Biomed Res 24(5),   
223～230, 2003. 原著 分析生研 (1)日大・松戸歯・理工,(2)日大・松戸歯・総合歯科,(3)日大・松戸歯・総合口腔医学 
 
 9. Ikumoto,H.(1), Matsuzaka,K.(2), Inoue,T.(2), Uchiyama,T.(1), Yoshinari,M. : The behavior of osteoblast-like cells on 
different crystal systems of calcium phosphate ceramics in vitro, Biomed Res 24(5), 239～248, 2003. 原著 分析
生研 (1)口外 II,(2)臨検査 
 
10. Goto,T.(1), Kajiwara,H.(2), Yoshinari,M., Fukuhara,E.(3), Kobayashi,S.(1), Tanaka,T.(2) : In vitro assay of 
mineralized-tissue formation on titanium using fluorescent staining with calcein blue, Biomaterials 24(22),   
3885～3892, 2003. 原著 分析生研 (1)九歯大・口解Ⅰ,(2)九大・大学院・口腔常態制御,(3)九歯大・口外Ⅱ 
 
11. Fujiseki,M.(1), Matsuzaka,K.(2), Yoshinari,M., Shimono,M.(1), Inoue,T.(2) : An experimental study on the features of 
peri-implant epithelium: immunohistochemical and electron-microscopic observations, Bull Tokyo Dent Coll 
44(4), 185～199, 2003. 原著 細形研,分析生研 (1)病理,(2)臨検査 
 
12. Hayakawa,T.(1), Yoshinari,M., Nemoto,K.(1) : Direct attachment of fibronectin to tresyl chloride-activated titanium,  
J Biomed Mater Res 67A(2), 684～688, 2003. 原著 分析生研 (1)日大・松戸歯・理工 
  
13. 山田敏勝(1), 鈴木雄太(1), 高橋俊之(1), 三穂乙暁(1), 久永竜一(1), 佐藤 亨(1), 腰原 好(1), 吉成正雄 : ハイドロキ
シアパタイト被覆 2 回法インプラントに関する臨床的評価 長期使用したアバットメントの破折原因の検討,     
日口腔インプラント会誌 16(4), 560～565, 2003. 原著 分析生研 (1)補綴 II 
 
14. Yazaki,K.(1), Kawada,E., Oda,Y. : An evaluation of the penetration of peroxide from tooth-whitener, Biomed Res 
24(6), 325～330, 2003. 原著 (1)薬理 
 
15. Hayakawa,T.(1), Yoshinari,M., Nemoto,K.(1) : Characterization and protein-adsorption behavior of deposited organic 
thin film onto titanium by plasma polymerization with hexamethyldisiloxane, Biomaterials 25(1), 119～127, 2004. 
原著 分析生研 (1)日大・松戸歯・理工 
 
16. Hayakawa,T.(1), Yoshinari,M., Sakae,T.(2), Nemoto,K.(1) : Calcium phosphate formation on the phosphorylated dental 
bonding agent in electrolyte solution, J Oral Rehabili 31(1), 67～73, 2004. 原著 分析生研 (1)日大・松戸歯・理工, 
(2)日大・松戸歯・解剖 II 
 
17. Liu,J., Kawada,E., Oda,Y. : Effects of surface treatment and joint shape on microtensile bond strength of reattached 
root dentin segments, J Prosthet Dent 91(1), 46～54, 2004. 原著 学位論文 細形研 
 
18. Shiigai,T.(1), Shimono,M.(1), Yoshinari,M., Matsuzaka,K.(2), Inoue,T.(2) : The effect of substrate pore size on the 
differentiation of L929 fibroblast cells: Morphological observations and expression of type 1 collagen mRNA, 
Biomed Res 25(2), 61～68, 2004. 原著 分析生研 (1)病理,(2)臨検査 
 
19. Matsuzaka,K.(1), Miyake,N.(2), Takahashi,K.(3), Ohta,K.(4), Hattori,M., Muramatsu,T.(5), Satou,T.(2),Oda,Y., 
Shimono,M.(5), Ishikawa,T.(3) : Transformation of hydroxyapatite furface characteristics duting diode laser 
irradiation, Biomed Res 25(2), 105～108, 2004. 原著 HRC5A03 分析生研 (1)臨検査,(2)補綴 II,(3)保存 III,         
(4)生化学,(5)病理 
 
20. Okabe,T.(1), Kikuchi,M.(2), Ohkubo,C.(3), Koike,M.(4), Okuno,O.(2), Oda,Y. : The grindability and wear of Ti-Cu alloys 
for dental applications, Journal of Metals 56(2), 46～48, 2004. 総説 (1)ベイラー大・歯・生体材料,(2)東北大・大学院・
歯科生体材料,(3)鶴見大・歯・補綴Ⅰ,(4)長崎大・大学院・顎口腔機能 
 
21. Matsuzaka,K.(1), Yoshinari,M., Shimono,M.(2), Inoue,T.(1) : Effects of multi-grooved surfaces on osteoblast-like cells 
in vitro: Scanning electron microscopic observation and mRNA expression of ostopontin and osteocalcin,       
J Biomed Mater Res 68A(2), 227～234, 2004. 原著 分析生研 (1)臨検査,(2)病理 
 
22. Hayakawa,T.(1), Yoshinari,M., Takahashi,K.(1), Nemoto,K.(1) : Deposition of ｔhin ｃalcium ｐhosphate ｆilm onto 
titanium using RF magnetron sputtering technique, J Oral Tissue Engin 1(1), 41～49, 2004. 原著 分析生研     
(1)日大・松戸歯・理工 
 
23. Yoshinari,M., Hayakawa,T.(1), Matsuzaka,K.(2), Inoue,T.(2), Oda,Y., Shimono,M.(3) : Immobilization of ｆibronectin 
onto organic hexamethyldisiloxane coatings with plasma surface modification-Analysis of fibronectin adsorption 




24. Katakura,A.(1), Shibahara,T.(1), Noma,H.(1), Yoshinari,M. : Material analysis of AO plate fracture cases, J Oral 
Maxillofac Surg 62(3), 348～352, 2004. 原著 分析生研 (1)口外 I 
 
解      説 
 
 1. 吉成正雄 : インプラント材料とその表面(その 1) インプラント材としてのチタン, 歯科学報 103(5), 313～319, 2003. 
 
 2. 吉成正雄 : インプラント材料とその表面(その 2) インプラント材としてのアパタイト, 歯科学報 103(6), 481～490, 
2003. 
 
 3. 吉成正雄 : インプラント材料とその表面(その 3) インプラント表面と生体, 歯科学報 103(7), 565～572, 2003. 
 




 1. 小田 豊(a): 鋳造用金銀パラジウム合金に関する歯科理工学的研究実態と,それに代わりうる歯科材料の研究の 
現状について (a)変色試験 580～583頁, 日本歯科理工学会（歯科材料・器械Vol22,No6）, 2003. Au-Ag-Pd-Cu
系合金の特性に関するデータベースの構築 金銀パラジウムの基本組成による性質の検討 
 
 2. 吉成正雄(a): 平成15年度産業化を目指す健康医療メカトロニクスの新技術シーズと社会ニーズに関する調査研究




 1. 河田英司 : 高濃度過酸化水素による生活歯漂白の是非, 平成 14 年度～平成 15 年度科学研究費補助金(基盤 
研究(C)(2)14571862)研究成果報告書, 2004. 
 





 1. 服部雅之, 長谷川晃嗣, 吉成正雄, 河田英司, 小田 豊 : 歯科鋳造用チタン銅合金の物性改良－クロム添加合
金の熱処理効果－, 歯科材料・器械 22(2), 134, 2003.(第 41 回日本歯科理工学会学術講演会, 東京) A-99-0240-1,
科研費・若手(B) 細形研,分析生研 
 
 2. 勢島 尚, 服部雅之, 長谷川晃嗣, 吉成正雄, 河田英司, 小田 豊 : Bisphosphonate-Hydroxyapatite複合体での
Bisphosphonate の吸着と徐放特性, 歯科材料・器械 22(2), 52, 2003.(第 41 回日本歯科理工学会学術講演会, 東京) 
HRC5A10 細形研,分析生研,生素研 
 
 3. Fukuhara,E.(1), Goto,T.(2), Yoshinari,M., Kobayashi,S.(2), Takahashi,T.(1), Tanaka,T.(3) : In vitro assay of 
mineralized-tissue formation on titanium using fluorescent staining with calcein blue, Second International 
Conference on New Biomedical Materials, 2003.(Second International Conference on New Biomedical Materials, Cardiff, 
Wales, UK ) (1)九歯大・口外Ⅱ,(2)九歯大・口解Ⅰ,(3)九大・大学院・口腔常態制御 
  
 4. Goto,T.(1), Yoshinari,M., Kobayashi,S.(1), Tanaka,T.(2) : The initial attachment and subsequent behavior of 
osteoblastic cells and oral epithelial cells on titanium, Second International Conference on New Biomedical 
Materials, 2003.(Second International Conference on New Biomedical Materials, Cardiff, Wales, UK ) 脳科学研 (1)九歯大・
口解Ⅰ,(2)九大・大学院・口腔常態制御 
 
 5. 天崎光宏(1), 佐藤 亨(1), 三穂乙暁(1), 吉村浩一(1), 齋藤文明(1), 吉成正雄, 服部正巳(2), 池戸泉美(3) : 口腔内に
使用されている歯冠修復金属の視覚的推定の妥当性, 日補綴歯会誌 47(109 回特別号), 168, 2003.(第 109 回 
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大学院・顎口腔機能,(2)ベイラー大・歯・理工 
 
11. 孫賢宣, 武本真治, 服部雅之, 吉成正雄, 河田英司, 小田 豊 : 耐熱性酸化物鋳型材とチタン鋳造体の表面 
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for dental castings, J Dent Res (CD-ROM) 83(Special Issue A), #1891, 2004.(82nd General Session & Exhibition of the 
IADR, Honolulu,USA) A-99-0240-1,科研費・若手(B) 細形研,分析生研 
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助 教 授 山中すみへ 歯科用素材の安全性評価に関する研究（Ａ９１‐０２６０‐１，Ａ９１‐０２６０‐３）
講 師 須山 祐之 歯科診療における環境改善に関する研究（Ａ８４‐０２６０‐２）
杉原 直樹 老年者の歯科保健に関する研究（Ａ８８‐０２６０‐１）
助 手 古賀 寛 フッ化物の許容濃度に関する研究（Ａ８７‐０２６０‐３）































































































































































眞木 吉信 フッ化物応用と地域歯科保健 ヤンゴン大学歯学部 ミャンマー Mya Thou















































受賞者名 年月日 賞 名 テ ー マ 学会団体名
杉原 直樹 ２００３．１１．２６ Poster Award Oral health behavior in
the elderly
第７回 ア ジ ア・
オセアニア国際
老年学会議
シンポジスト 年月日 演 題 学 会 名 開催地




座 長 年月日 演 題 学 会 名 開催地



























杉原 直樹 ２００３．８．２１ 小児期におけるカリエスリスク
に対応した予防






























眞木 吉信 ２００３．１２．７ フッ化物応用を科学する 東北大学歯学部同窓会
年次学術大会
仙台市
眞木 吉信 ２００４．２．１９ フッ化物応用による齲蝕予防 西多摩学校保健研究
大会
東京
コーディネーター 年月日 演 題 学 会 名 開催地



















氏 名 年月日 種 別 役 割 開催地
杉原 直樹 ２００３．５．１０ 平成１５年度第５学年OSCE 評価者 千葉市
松久保 隆 ２００４．３．１３ 平成１５年度第４学年OSCE 誘導責任者 千葉市
―７２―
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 2. 長坂 斉, 中村昭二, 青木 聡(1), 永原邦茂(2), 渡邉 誠(3), 星 詳子(4), 松久保 隆, 石川達也(5) : 咬合と聴力に 
関する臨床的研究 その 4.咬合関連聴力低下の偏位咀嚼分類(試案)からみた臨床調査, 日全身咬合会誌 9(1), 
22～30, 2003. 原著 (1)水病・総合歯科,(2)愛知学院大・歯・矯正,(3)東北大・大学院・加齢歯科,(4)東京都精神医学総合  
研究所脳機能解析部,(5)保存 III 
 
3. 佐々木琢磨(1), 中村昭二, 藤々木英文(1), 鈴木宏和(1), 永原邦茂(2), 星 詳子(3), 長坂 斉, 渡邉 誠 (4),        
松久保 隆, 石川達也(5) : 咬合と聴力に関する臨床的研究 その 3.有歯顎者における噛み癖と気導聴力値,  
日全身咬合会誌 9(1), 31～38, 2003. 原著 (1)日本生体咬合研究所,(2)愛知学院大・歯・矯正,(3)東京都精神医学総合
研究所脳機能 解析部,(4)東北大･大学院・加齢歯科,(5)保存 III 
 
4. 藤々木英文(1), 中村昭二, 田中一生(1), 久馬 厚(1), 星 詳子(2), 永原邦茂(3), 長坂 斉, 渡邉 誠(4), 松久保 隆,  
石川達也(5) : 咬合と聴力に関する臨床的研究 その 2.軽度の TMD をもつ 1 被検者のオージオメーター測定値
(気導聴力)の変動, 日全身咬合会誌 9(1), 46～52, 2003. 症例 (1)日本生体咬合研究所,(2)東京都精神医学総合  
研究所脳機能解析部,(3)愛知学院大・歯・矯正,(4)東北大・大学院・加齢歯科,(5)保存 III 
 
5. 中村昭二, 佐々木琢磨(1), 藤々木英文(1), 鈴木宏和(1), 星 詳子(2), 渡邉 誠(3), 長坂 斉, 松久保 隆, 石川達也
(4) : 咬合と聴力に関する臨床的研究 その 5.顎関節疼痛を主訴とした患者の咬合調整前後による聴力値の変化,  
日全身咬合会誌 9(1), 143～154, 2003. 症例 (1)日本生体咬合研究所,(2)東京都精神医学総合研究所脳機能     
解析部,(3)東北大・大学院・加齢歯科,(4)保存 III 
 
6. Sasaki,M.(1), Motegi,E.(1), Soejima,U.(1), Nomura,M.(1), Kaneko,Y.(1), Shimizu,T.(1), Takeuchi,H.(1), Yamaguchi,T.(1), 
Yamanaka,S. : Appraisal of bone maturity age derives from broadband ultrasonic attenuation in Japanese children 
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１．教室員と主研究テーマ
教 授 水口 清 DNAの遺伝的多型の分析と法医学的応用（Ａ９３‐０３００‐１１）
唾液の遺伝標識に関する研究（Ａ７５‐０３００‐２）
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丸山 澄 DNAの遺伝的多型の分析と法医学的応用（Ａ９３‐０３００‐１１）







が同じ表現型を持つ確率は０．８６％と算出された．さらに coding 領域と control 領域の多型に基づいた，現
状で最も詳細な日本人の系統分化を確立し，韓国人，中国人のデータと比較した．結果的にG４a，G４b，
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２）日本人におけるＹ染色体多型の系統分化（Ａ９３‐０３００‐１１）
１５９人の血縁関係の無い人の男性の血液試料を用いて，Ｙ染色体上の４３種の biallelic marker，および１０種
類の STR（short tandem repeat）の検査を行い，日本人が１８種類の binary haplogroup に分類されること
を示した．日本人はほとんど大部分がＣ，Ｄ，Ｏの３種のmacrohaplogroup に属していた．また１０種の STR



















野中 育 Ｙ染色体上の STR（Short Tamdem Repeat）polymorphism
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花岡 洋一 ２００３．１１．２９ 第２２回法医学歯科研究会セミナー 千葉県医療センター 千葉市
オーガナイザー 年月日 主 題 名 学 会 名 開催地























杏林大学医学部法医学教室 三鷹市 佐藤 喜宣
講演者 年月日 講演演題 学会・研究会名 開催地
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花岡 洋一 ２００３．７．２６ 大規模災害時の個人識別 川口歯科医師会講演会 川口市
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水口 清 ２００４．１．２７ 個人識別について 第一管区海上保安本部・捜査実務
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２００４．２．１９ 検死訓練における実習指導 県歯・県警・大学合同検死訓練 千葉市
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プロフィール
１．教室員と主研究テーマ
教 授 石井 拓男 高齢者の口腔保健の維持増進に関する研究（Ａ０３‐０３１０‐９）
住民参加による地域保健活動の実態と促進に関する研究―歯科保健対策を中心と
して―（Ａ０１‐０３１０‐８）




















































阪大・大学院・歯学研究科 吹田市 雫石 聰
石井 拓男 効果的な歯周疾患のリスク
判定法および予防体系の開発




医療経済研究機構 東京 遠藤 久夫




石井 拓男 ２００３．１１．２２ 病診連携及び歯科医師研修問題 静岡県歯科医師会と病院歯科
口腔外科との懇談会
静岡市
シンポジスト 年月日 演 題 学 会 名 開催地
石井 拓男 ２００３．１０．２２ 健康増進法と歯科保健 第２２回地域歯科保健フォーラム 京都市
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講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地
石井 拓男 ２００３．７．３ 健康増進法と歯科保健 地域歯科保健推進研修会 愛知県海部郡
石井 拓男 ２００３．８．９ これからの歯科衛生士教育 平成１５年度中国地区歯科
衛生士養成期間連絡協議会
岡山市
石井 拓男 ２００３．８．２１ 歯科医療を取り巻く諸事情 岩手県歯科医師会講習会 盛岡市























石井 拓男 ２００４．１．２０ 噛み噛み上手で若さを保つ ねりま健康づくり道場 東京





石井 拓男 ２００４．１．２５ 歯科衛生士・今後の展望 沖縄県歯科衛生士会３０周年
記念事業委員会
那覇市






































































氏 名 年月日 種 別 役 割 開催地
石井 拓男 ２００３．４．２５ 平成１５年度第５学年CBT 運営委員 千葉市
石井 拓男 ２００３．５．１０ 平成１５年度第５学年OSCE 副運営委員長 千葉市
石井 拓男 ２００４．２．２３ 平成１５年度第４学年CBT 運営委員 千葉市
石井 拓男 ２００４．３．１３ 平成１５年度第４学年OSCE 副運営委員長 千葉市
石井 拓男 ２００４．３．１５ 平成１５年度第４学年CBT
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岡田 眞人 ２００３．５．１０ 平成１５年度第５学年OSCE ポストアンケート 千葉市
岡田 眞人 ２００４．３．１３ 平成１５年度第４学年OSCE 誘導係 千葉市
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